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山
疏
乞
波
ん
で
行
く
伴
、
そ
れ
代
附
け
添
へ
て
あ
る
庇
の
住
総
mm
の
経
典
稼
文
の
一
昨
日
義
、
が
訓
誌
を
示
し
て
を
'
'
り
ま
す

が
、
も
し
附
け
一
郎
へ
て
な
い
も
の
は
別
代
別
枠
文
の
一
耳
目
義
そ
凡
る
乙
と
に
な

b
ま
す
、
が
、
そ
の
中
に
出
て
来
る
「
本
」
と
い

ふ
字
、が
、
如
何
な
る
泣
味
で
用
び
ら
れ
て
あ
る
か
を
、
探
究
し
て
み
よ
ラ
と
す
る
の
、
が
、
本
日
忍
の
中
上
げ
る
目
的
で
あ

b
ま
す
。

そ
の
本
山
子
の
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
よ
ぷ
叶
怖
を
探
究
す
る
に
は
、
そ
の
一
五
日
義
を
示
し
て
ゐ
る
稗
文
書
中
か
ら
多
く
の
例
を
仏
旬
以

悲
げ
て
、
之
を
考
察
し
て
、
そ
の
杓
玄
関
代
如
何
な
る
迩
鎖
が
棋
っ
て
ゐ
る
か
、
叉
如
何
な
る
初
注
が
介
紅
し
て
ゐ
る
か

を
一
訓
示
へ
て
み
、
一
止
に
進
〆
ん
で
注
や
疏
の
中
に
は
、
同
じ
本
と
い
ふ
意
味
を
表
す
に
、
何
と
い
よ
宇
を
用
ひ
て
あ
る
か
を
恭

げ
て
、
此
の
訟
と
疏
と
終
文
と
の
三
者
の
比
較
考
察
を
施
し
て
、
そ
乙
比
花
の
山
十
見
を
取
上
げ
て
、
本
字
の
用
ひ
ら
れ
て

あ
る
意
義
を
知
ら
う
と
川
山
ひ
ま
す
。

ふ
1

本
字
の
例
を
器
げ
る
と
、
総
記
注
疏
各
一
(
由
雄
一
上
)
四
枚
表
六
行
の
山
雄
上
第
一
の
次
代
陸
臼
、
本
或
作
曲
機
上

者
、
後
人
加
也
。
向
事
一一向
注
銃
器
一
(
序
文
)
一
枚
一
裳
六
行
に
古
者
伏
義
氏
之
王
天
下
也
と
あ
る
所
の
経
文
に
伏
義
氏
伏
、

古
作
応
、
犠
本
又
作
議
、
亦
作
段
、
鈴
皮
反
。
府
民
知
注
疏
各
五
(
垢
卦
)
五
枚
表
十
行
の
経
文
「
九
二
包
有
魚
、
元
谷
、

不
利
笈
。
し
の
終
文
の
一
音
義
は
別
本
に
な
っ
て
ゐ
て
附
け
添
へ
て
な
い
か
ら
、
そ
の
別
本
を
見
る
と
本
亦
作
庖
、
問
自
交
反

四
五



IZH 
伊み婦、

/、

と
あ
'
・
り
ま
す
。

乙
の
本
字
の
あ
る

mmを
列
島
伊
す
る
と
大
抵
以
上
三
例
に
締
す
る
や
う
で
あ
っ
て
、
め
つ
だ
に
乙
れ
よ

b
異
例
は
見
付
か

b
ま
せ
ん
。
的
ち
本
字
の
あ
る
次
に
は
、
h

一
成
と
叉
と
亦
と
の
三
字
、
が
各
z

位
し
て
を
ち
ま
す
。
そ
の
絡
に
乙
の
本
山
予
を
一

本
と
解
す
。
へ
主
で
あ
る
と
い
ふ
論
、
が
生
ず
る
わ
け
で
あ
b
ま
す
。
現
に
怠
共
二
三
の
者
、
が
北
年
代
居
て
楊
氏
を
聴
し
て
雄

記
注
疏
を
誹
議
し
て
支
り
た
時
、
揚
氏
も
本
字
は
一
本
の
意
味
で
あ
る
と
い
び
ま
し
た
。

そ
れ
で
今
一
本
の
例
を
翠
げ
て
み
ま
す
と
、
総
記
注
疏
念
凶
十
七
(
祭
義
)
十
一
枚
裏
十
行
の
経
文
?
郊
之
祭
大
報
天

而
主
目
配
以
月
」
の
郷
訟
に
宇
…
日
者
、
以
主
〈
光
明
天
之
一
紳
可
見
者
十
共
著
長
。
と
あ
っ
て
、
稼
文
民
一
柳
見
山
氏
遁
反
、
一
本
作

紳
可
児
、
則
如
字
。
儀
鵡
泣
疏
各
四
十
六
(
特
性
館
一
食
鵡
〉
十
二
枚
一
袋
二
行
の
経
文
「
沃
戸
川
脱
者
一
人
恭
繋
者
東
師
、
執

臨
者
四
一印
、
海
沃
、
執
巾
者
校
区
北
c
」
の
餅
誌
に
淳
沃
和
注
之
、
今
文
浮
作
激
と
あ
っ
て
、
耕
す
〈
は
別
本
に
な
っ
て
ゐ

る
か
ら
そ
れ
乞
見
る
と
、
激
古
秋
反
、
一
本
作
洋
、
都
本
作
徴
一
管
炊
、
春
秋
左
前
昨
法
統
傘
七
(
…
初
公
入
年
)
何
枚
袋
二
行

の
綬
か
ん
「
少
川
向
随
供
日
、
必
遼
枝
、
不
然
M
W

失
楚
師
、
禦
一之
望
一
一
楚
一
向
。
」
の
社
設
代
第
一
見
慾
一
川
と
あ
っ
て
、
加
付
文
代
時
失

楚
仰
、
一
本
紙
…
郎
字
。
と
あ
λ

リ
・
ま
す
。

乙
の
一
本
の
意
味
を
決
定
す
る
に
は
、
先
づ
本
字
の
使
用
が
之
と
類
す
る
他
の
も
の
を
怒
げ
て
比
較
討
究
し
、
又
一
の

ん
チ
の
用
法
如
何
と
い
ふ
乙
と
を
も
附
随
問
題
と
し
て
調
会へ
て
見
る
必
要
、
が
あ
る
と
以
ひ
ま
す
。
乃
ち
本
山
ナ
の
使
用
訟
の
相

瀕
し
た
も
の
に
・
伯
本
・
鈴
本
e

諸
本
等
が
あ
b
ま
す
。
何
れ
も
孔
緩
惑
が
い
っ
た
言
葉
で
、
今
之
を
総
記
法
疏
の
中
川
札
制
附

め
る
乙
と
が
出
来
ま
す
。
的
w
ち
港
内
十
七
(
然
幾
〉
十
一
枚
淡
路
行
の
絞
文
「
収
入
府
内
成
子
リ
川
内
、
卿
大
火
初
九
市
毛
牛

《
川
耳
、
柳
川
刀
以
料
収
納
昨
行
乃
込
、
胸
祭
れ
一
小
間
続
副
議
、
敬
之
一糸
也
。
」
の
郷
訟
に
樹
祭
祭
腕
、
h

成
お
人
M

約
一
小
脱
抑
摺
熱
也
。
と
あ



っ
て
、
孔
疏
に
嫡
祭
祭
線
、
或
お
人
口
代
以
路
地
関
熟
山
泊
者
、
認
燃
祭
祭
腹
開
字
、
瀧
記
他
本
録
会
祭
腹
治
問
熱
六
字
者
、

故
一
京
成
。
と
之
が
他
本
の
例
で
あ
会
設
す
。
谷
川
内
十
五
〈
喪
服
大
記
)
二
十
限
枚
一
義
九
行
の
経
文
「
九
封
用
停
去
碑
負
引

の
鄭
注
に
封
府
織
作
窓
、
窓
下
松
也
。
此
封
荻
皆
作
欽
。
と
あ
っ
て
1

孔
琉
に
此
封
或
背
作
数
者
、
調
機
記
絵
本
。
と
之

、
が
鈴
本
の
例
で
あ
λ
y
ま
す
。
谷
間
十
一
(
雑
記
)
一
枚
義
人
行
の
経
文
っ
有
尖
母
之
喪
命
功
表
、
前
約
九
弟
之
務
、
別
総

冠
滑
於
媛
、
給
協
支
茶
雨
、
不
名
神
山
叫
。
」
の
鄭
注
に
此
兄
弟
之
媛
、
認
大
功
殺
以
下
之
閥
均
也
。
と
あ
っ
て
、
孔
統
に
此

注
諸
本
、
或
訣
一
広
大
功
税
之
下
町
初
、
故
誇
儒
等
難
鎚
一
ぞ
校
M

一
正
下
一
級
、
何
得
有
弟
冠
、
花
笠
子
政
蔚
等
一
去
、
不
傷
者
体
認

之
謀
、
非
郊
謬
也
。
と
之
、
が
諸
本
の
例
で
あ
b
ま
す
。

そ
と
で
此
の
他
本
@
鈴
本
。
諸
本
等
の
本
山
ナ
の
使
用
の
松
類
し
た
も
の
か
ら
考
へ
て
行
け
ば
、
一
本
と
い
ふ
意
味
は
、

或
協
の
本
と
い
ふ
の
で
あ
b
ま
す
。
戎
他
の
本
と
す
れ
ば
、
又
そ
の
或
他
の
本
と
は
、
h

或
他
の
一
一
利
の
本
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
と
も
又
或
他
の
数
稜
の
本
で
あ
る
の
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
b
ま
せ
ん
。

次
の
例
代
よ
る
と
、

応
易
注
疏
各
一
(
乾
卦
)
十
二
枚
一
義
一
行
の
経
文
「
不
成
乎
名
、
遜
世
元
問
、
不
兵
是
市
元
関
‘
柴
山
川
行
之
、
愛
別
迷

之
、
確
乎
北
(
不
可
抜
潜
龍
也
。
」
の
経
文
の
一
音
義
は
別
本
代
あ
b
ま
ず
か
ら
み
る
と
、
一
本
作
不
成
乎
名
。
と
あ
b
ま
す
。

そ
し
て
銃
一
克
の
校
勘
記
と
お
照
す
れ
ば
、
不
成
乎
名
の
下
代
石
経
@
岳
本
@
開
制
@
砕
す
毛
本
問
、
稼
文
出
不
成
名
一
瓦
一
本
不
成

乎
名
、
按
疏
一
瓦
不
成
就
於
令
名
、
以
於
学
務
経
文
乎
字
、
期
正
義
本
血
(
石
経
令
。
と
あ
b
ま
す
か
ら
一
本
作
不
成
乎
名
の

一
本
は
石
経
-
岳
本
・
関
本
・
監
本
・
毛
本
等
に
お
蛍
す
る
乙
と
に
な
っ
て
、
一
本
と
は
勿
論
或
他
の
本
と
い
ふ
意
味
で
、
一
向

も
そ
れ
は
口
ハ
一
穏
の
或
他
の
本
と
い
ふ
ば
か
b
で
は
な
く
‘
数
穫
の
或
他
の
本
と
い
よ
乙
と
に
も
解
さ
れ
て
来
ま
す
。

四
七



間
八

そ
れ
か
ら
本
字
を
用
ひ
て
あ
る
所
そ
琉
や
穆
文
の
中
か
ら
拾
ぴ
集
め
る
と
、
定
本
・
今
本
・
古
本
・
裕
本
・
等
、
が
あ
b
ま
す

が
、
日
広
ル
一
一
寸
は
皆
そ
の
標
準
と
す
る
灰
か
ら
血
(
へ
ら
れ
て
、
名
を
得
だ
も
の
で
あ
b
ま
す
、
が
、
乙
¥
で
は
そ
の
考
訟
を
省
略

い
た
し
ま
す
。

先
に
附
随
問
題
と
し
て
一
学
の
-
考
察
の
必
妥
を
申
上
げ
ま
し
た
、
が
、
そ
れ
は
一
一

2
7
一
解
・
一
銃
二
一
子
一
日
な
ど
¥
な

っ
て
用
ひ
ら
れ
て
を

b
ま
す
。
部
ち

儀
滋
佐
疏
港
二
十
五
(
公
食
大
夫
躍
)
二
枚
一
長
二
一
行
の
経
文
「
句
人
保
鼎
七
、
蛍
内
南
市
西
上
、
設
局
知
、
刻
表
来
若
総
」

の
郷
誌
に
一
お
鼎
紅
、

mm
以
泰
之
者
也
。
九
向
山
原
一
去
品
川
小
茅
潟
之
、
長
則
束
本
、
勾
一則
稲
北
ハ
中
央
、
今
文
内
川
作
銭
、
古
文
一
以
皆

作
答
。
と
あ
っ
て
稼
交
に
鉱
胡
犬
一

μ
、
一
一
五
日
局
、
劉
古
一
政
反
、
又
音
玄
、
勾
〈
五
日
開
。
磁
記
注
疏
谷
間
十
一
(
雑
誌
)
十
枚

表
五
行
の
経
文
「
加
者
初
懲
也
、
…
対
比
一
純
符
街
、
笠
見
問
問
、
市
后
折
入
J
の
稼
文
に
丸
一
応
日
間
廊
之
問
、
結
衣
也
、
法
問
、
、
知

牛
、
民
間
、
徐
古
立
反
、
一
解
云
剣
人
ハ
阿
川
間
二
字
北
ハ
筑
間
字
。
-
耳
目
古
滞
反
。
向
設
内
法
-
疏
倉
一
(
序
)
一
枚
一
袋
六
行
の
孔

序
に
古
者
伏
犠
氏
之
王
天
下
也
、
始
金
入
卦
、
遺
書
契
以
代
結
縄
之
致
、
出
μ
正
文
総
生
正
日
向
。
と
あ
っ
て
将
文
に
政
掠
字
詰

一
五
、
一
一
被
古
字
、
戯
今
字
、
一
一
枕
包
一
一
夜
氏
。
会
九
行
の
制
作
す
へ
に
耕
一
回
考
文
字
、
契
者
刻
木
市
幹
北
ハ
側
、
故
臼
書
契
也
。
一
一
去
投

契
約
北
ハ
事
也
o

m
取
組
問
泣
疏
谷
間
十
一
(
収
タ
総
〉
十
六
枚
表
六
行
の
経
文
「
忠
矢
一
来
、
粁
胸
中
、
亦
一
知
街
。
」
の
燃
か
〈
に

州
判
官
川
、
宇
林
一
ス
設
一
也
、
一
円
詮
也
、
又
一
首
弔
c

と
あ
金
設
す
。

け
に
等
の
一
の
用
法
も
亦
或
他
の
も
の
と
い
ふ
意
味
に
鮮
さ
れ
ま
す
の
で
、
前
の
一
本
、
が
戎
他
の
本
と
見
て
勿
論
肯
定
透

る
べ
込
J
L

乙
と
で
あ
λ

ソ
ま
す
、
が
、
抗
疏
や
務
文
中
に
は
之
を
何
々
本
と
い
っ
て
、
明
僚
に
姓
名
》
〈
は
抗
右
犠
げ
て
ゐ
る
も
の

が
多
く
あ
b
-ま
す
。
材
人
何
々
と
姓
名
又
は
政
だ
け
を
邸
中
げ
だ
λ
ヘ
姓
の
下
へ
氏
ハ
チ
を
つ
け
て
利
氏
と
し
て
来
げ
た
ら
し
て



十
}
b
ま
す
。

そ
の
一
々
の
考
読
は
符
帥
附
し
て
、
そ
の
例
だ
け
を
巾
し
ま
す
と
、
主
治
本
作
治
人
。
」
披
徐
本
作
此
、
胡
刀
衣
。
」
長
了
丈

反
ぃ
成
杭
・
馬
刷
。
一
五
郎
並
ぼ
良
反
O
L

総

γ
沼
反
、
剣
一
試
山
本
一
蹴
臼
稿
。
」
服
良
法
一
辺
、
寝
間
小
銭
也
、
泉
氏
熊
氏
北
川
枕
各
具
、
未

知
執
M

花
、
故
一的
存
科
的
。
」
が
あ
b
ま
す
。

北
ハ
の
他
に
姓
名
を
恭
げ
ず
に
誌
名
古
怒
げ
た
も
の
に
、
森
秋
体
日
、
日
光
謂
我
非
夫
。
」
僻
本
叉
作
詞
向
。
説
文
以
前
匁

言
、
詞
山
十
僻
不
受
也
、
後
皆
放
此
。
」
タ
協
他
経
反
、
協
協
也
、
郷
玄
一
去
刷
出
也
、
し
炭
税
問
。
!
二
厩
字
林
戸
一
臓
氏
、
関
也
、
築

文
一
試
古
関
山
示
。
五
お
ふ
い
市
機
公
ル
ム
同
二
反
、
皆
…
広
間
也
。
」
、
が
あ
b
ま
す
。

一
本
の
意
味
、
が
決
定
し
て
来
れ
ば
、
前
に
測
っ
て
本
ハ
ナ
の
意
味
は
来
し
て
如
何
。
論
者
の
如
く
之
を
一
本
と
解
す
べ
告

か
。
ね
は
本
ん
予
を

一
本
と
解
す
る
と
と
は
肖
来
ま
せ
ん
。
定
γ

ろ
答
と
解
す
べ
主
で
あ
る
と
必
ひ
ま
す
。
よ
っ
て
次
に
注
や

疏
や
終
文
等
の
中
か
ら
数
例
を
恭
げ
て
来
て
、
之
を
論
じ
て
み
ま
す
と
、

総
記
法
疏
谷
間
十
(
雑
記
)
二
枚
表
五
行
の
経
文
「
北
(
持
有
後
、
絡
布
袋
峰
、
素
錦
以
魚
屋
同
行
。
」
の
郷
注
に
将
校
総

終
的
燥
之
前
十
飾
也
、
特
収
名
於
槻
典
、
護
一一
帆
如
核
抑
之
稿
、
椴
棺
也
、
私
染
赤
色
者
也
。
儀
縫
注
疏
各
四
十
ム
ハ
(
特
牲
銭
食

総
)
十
一
枚
一
袋
七
行
の
経
文
「
築
巾
以
総
也
、
線
一義
棄
丞
…
来
擦
ー
一
の
郷
法
代
替
設
一
五
線
一義
者
皆
玄
被
。
と
あ
b
ま
す
。

以
上
は
鄭
玄
の
注
の
中
か
ら
拾
び
胤
ゃ
げ
た
も
の
で
あ
b
ま
す
が
、
夜
間
字
は
今
、
代
到
し
て
用
以
て
あ
b
・2
す
。
夜
間
設
如
裕

一
締
之
十
倍
と
い
っ
て
ゐ
る
の
代
封
し
て
、
問
料
文
に
特
千
見
反
、
注
血
(
議
問
。
と
い
っ
て
を

b
ま
す
か
ら
、
夜
同
時
の
稿
茄
之
の

一
昔
、
が
、
今
日
の
千
見
反
の
一
昔
で
あ
b
ま
す
c

又
奮
一説
一
五
線
一
義
者
皆
玄
被
と
い
へ
ば
、
今
日
は
玄
放
と
い
は
ね
に
針
し
て
を

る
の
は
切
で
あ
b
ま
す
。
之
は
鎌
玄
，
の
い
ふ
所
で
あ
ク
て
、
陸
徳
川
明
は
ど
ラ
か
と
調
べ
て
み
る
と
、
や
は

b
答
字
を
閉
山
N
U

T
司

ru

ロ
ド
」
ノ
，



て
ゐ
る

mmが
多
く
あ
き
ま
す
。
一
部
ち

穆
記
註
疏
袋
一
(
治
経
上
)
十
枚
表
一
一
行
の
経
文
「
諮
問
問
攻
於
入
、
不
湾
攻
人
。
」
の
稼
文
に
取
於
蓄
七
樹
反
、
詩
趣

就
い
榊
求
道
也
。
白
認
知
字
、
語
取
締
之
道
、
取
人
知
字
、
謁
制
師
使
従
己
。
儀
躍
注
続
審
ニ
ハ
士
冠
麓
)
間
枚
一
袋
入
行
の
議

文
「
絡
線
炭
移
…
服
、
長
六
尺
。
」
の
務
文
は
加
に
な
っ
て
お
る
か
ら
そ
れ
を
針
路
一
す
る
と
、
一
織
山
中
共
反
、
護
山
締
反
。
総
記

訟
琉
各
部
十
五
(
喪
服
大
記
)
四
枚
一
義
人
行
の
経
文
「
小
数
大
鉄
、
祭
服
不
錦
、
皆
友
桂
、
結
絞
不
紐
0
5

」
の
斡
文
に
紐
女

九
反
、
葎
部
僕
反
。
と
あ
λ

ジ
ま
す
。

日
疋
等
は
陵
徳
坊
の
護
字
を
用
ひ
て
説
明
し
た
揚
令
で
、
北
(
の
字
は
護
持
に
於
て
は
何
と
謙
一
宮
し
て
ゐ
た
か
を
切
に
し
て
、

之
に
釣
し
て
今
日
は
又
如
何
に
後
一
見
出
し
て
ゐ
る
か
を
並
べ
て
を

b
ま
す
。
一
総
山
内
兵
反
と
い
み
の
が
今
日
の
一
品
目
で
、
山
締
ぶ

と
い
ふ
の
が
奮
時
の
一
習
で
あ
b
ま
す
。
向
援
に
絞
女
九
反
が
今
日
の
一
品
目
で
、
一
郎
慎
一
民
、
が
護
持
の
品
目
で
あ
p

り
ま
す
。
初
の
例

の
取
於
葱
七
税
反
と
い
っ
て
震
時
の
一
応
日
夜
け
mm
げ
て
、
今
誌
の
一
音
を
相
お
し
て
暴
げ
て
な
い
の
は
、
思
ム
ー
に
今
日
も
亦
か

く
後
脅
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
加
に
後
一
管
し
て

b
る
の
で
あ
る
か
、
之
で
は
分
会
ま
せ
ん
。
次
代
議
如
字
と

い
り
て
梁
の
患
侃
の
設
を
引
い
て
を

b
ま
す
。
立
ハ
の
次
の
に
取
人
知
字
と
あ
る
か
ら
、
加
に
後
一
営
の
反
切
を
一
不
透
攻
く
と

も
、
取
と
い
ム
ん
や
が
故
に
そ
の
一
品
目
を
表
し
て
ゐ
だ
か
ら
で
あ
λ

り
ま
す
。
然
し
線
記
孜
疏
各
部
十
九
ハ
祭
統
〉
一
一
一
枚
表
ニ
行

の
経
文
「
阪
内
高
議
、
又
外
求
助
、
普
毅
是
也
、
放
路
計
淑
夫
人
之
僚
は
M

、
詩
お
之
主
女
、
奥
山
林
人
共
有
弊
色
、
事
京
総

社
桜
、
此
求
助
之
本
也
。
」
の
務
丈
記
取
七
住
い
っ
て
を
'
り
ま
す
。
即
ち
先
に
ほ
蕊
時
の
苦
七
樹
氏
だ
け
説
明
し
て
あ

っ
た
が
、
乙
¥
で
現
狩
の
一
宮
七
位
反
を
先
の
刻
字
と
い
ム
の
は
即
ち
乙
の
七
住
反
で
あ
・
9
ま
し
た
り

文

務

字

の

下

へ

一

応

比

一

音

字

を

約

け

す

む

立

味

は

や

は

b
前
の
鷲
ん
や
だ
け
の
と

し
て

長
設
す

'q
と
い
っ
て
ゐ
る
併
も
あ
ら



川
川
岬
で
あ
b
・
ま
す
。
し
邸
ち

俄
純
一枚
疏
袋
二
十
問
(
削
付
時
)
六
枚
表
九
行
の
艇
か
へ
一
i

皆
玄
線
紫
長
尺
絢
組
。
」
別
本
の
雑
文
民
絢
呼
腕
氏
、
初
公
務
官

級
、
十
字
符
倫
反
、
一
一
管
部
一
。
鵡
記
法
統
各
間
十
四
ハ
誕
大
記
〉
一
枚
表
ム
ハ
行
の
経
文
「
疾
病
外
内
皆
滞
、
拡
大
犬
徽
腕
、

土
去
山
本
彦
、
将
来
首
於
北
廊
下
。
」
の
終
文
に
脇
一
管
留
、
官
官
察
、
下
法
琉
下
放
此
。
、
が
そ
の
例
で
あ
b
ま
す
。

ぷ
て
い
よ
/
¥
-
結
論
に
な
っ
て
傘
、
9
ま
す
、
が
、
乙
の
替
や
の
意
味
が
本
字
の
意
味
と
同
一
に
用
び
ら
れ
て
ゐ
る
之
と
ど

私
は
中
一
践
す
る
、も
の
で
あ
b
ま
す
。
そ
の
本
小
に
倍
、と
い
ふ
意
味
で
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
考
詮
空
し
ま
す
と
、

毛
静
注
疏
袋
一
之
一
(
周
南
関
除
叫
一
川
部
停
第
二
一
枚
表
六
行
の
稼
文
に
故
引
州
議
本
多
作
故
、
今
或
作
話
、
管
古
、
又

一
音
故
、
y

茶
話
故
皆
走
中
れ
義
、
所
以
南
行
、
然
前
傍
多
作
話
解
市
町
平
句
布
故
、
一
一
一
一
口
郭
長
純
佐
爾
税
別
作
稼
話
、
奨
孫
等
術
附
枚

本
比
向
魚
川
伴
故
、
今
立
防
本
不
悩
制
改
字
。
と
あ
b
ま
す
。

印
ち
一
位
岡
本
多
作
故
、
h

攻
作
誌
と
い
へ
ば
、
今
ま
で
私
の
山
中
し
ま
し
だ
替
字
は
今
字
に
鈎
し
て
用
ぴ
て
あ
b
ま
し
て
、
そ

の
終
に
今
笠
悩
本
不
煩
改
字
と
あ
る
か
ら
、
之
の
今
字
が
本
ハ
チ
に
釣
し
て
並
べ
ら
れ
て
あ
っ
て
、
本
字
の
意
味
は
前
の
護

学
に
や
回
る
べ
き
」
も
の
で
あ

b
ま
す
。

問
機
注
疏
各
一
(
天
ん
民
家
宰
〉
一
枚
一
長
六
行
の
経
文
「
怪
王
建
制
務
方
正
色
」
の
鄭
注
に
建
立
也
、
周
公
居
慌
時
一
山
作
六

地
之
職
、
誠
之
府
藤
、
科
山
口
問
〕
於
土
中
、
七
年
致
政
成
主
、
以
此
麓
授
之
、
使
居
鋭
口
巴
治
天
下
。
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
終
文
に

統
一
品
目
降
、
水
名
也
、
本
作
務
、
後
淡
都
洛
之
陽
改
鋳
雑
。
と
あ
b
-ま
し
て
、
乙
の
本
作
洛
と
い
ム
は
夜
間
時
務
と
ゆ
一
一
周
し
た
が

今
日
で
は
鋭
と
設
問
し
て
ゐ
る
乙
と
を
相
針
特
例
し
だ
の
は
切
で
あ
る
。
そ
れ
は
後
漢
が
洛
之
陽
に
都
し
て
改
め
だ
か
ら
、
そ

れ
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
維
と
設
問
す
と
い
ふ
意
味
で
、
後
字
は
本
字
に
劃
し
て
今
と
替
と
を
表
し
て
ゐ
る
之
と
は
勿
論
で

五



ヨ王

あ
b
ま
す
。

関
川
雄
詑
疏
各
十
(
地
宮
司
徒
)
二
十
枚
一
義
九
行
の
経
文
「
以
本
俗
ム
ハ
安
一
高
氏
、
二
回
放
宮
室
、
二
日
族
墳
墓
、
一
二
日
物

兄
弟
、
四
日
聯
部
態
、
五
日
聯
mm友
、
六
日
間
衣
服
。
つ
の
鯨
注
に
本
猶
奮
也
と
あ
h
ま
す
。

乙
¥
に
一
於
て
本
と
奮
と
は
相
同
じ
く
見
て
差
支
な
い
之
と
L
忠
ひ
ま
す
。
之
は
今
ま
で
論
じ
て
来
九
八
本
字
は
葎
字
の
武

球
で
あ
る
乙
と
を
立
鐙
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。
宣
な
る
哉
、
陸
徳
明
白
身
も
そ
の
雄
記
注
統
一谷
間
十
四
(
喪
大
記
)

十
枚
表
九
行
の
絞
文
「
徹
雄
、
男
女
子
本
戸
、
夷
子
堂
、
降
拝
。
」
の
移
文
に
於
て
訟
別
し
て
、
夷
子
堂
、
如
字
、
阪
也
。
本

或
作
係
、
同
一
音
移
、
一
本
作
奉
戸
子
堂
。
と
い
っ
て
夷
を
誘
拐
す
る
向
一
場
所
に
於
て
、
本
と
一
本
と
を
相
並
べ
て
ゐ
る

の
は
、
切
に
本
は
一
本
の
意
味
で
な
く
し
て
、
蓄
の
意
味
で
あ
る
乙
と
を
自
認
し
て
ゐ
る
も
の
と
い
は
ね
ば
な

b
詮
せ

ん
。
倫
三
四
之
と
同
様
な
例
が
あ
L

り
ま
す
、
が
、
と
¥
に
省
略
し
て
本
講
を
終

b
ま
す
。
(
昭
和
七
年
十
一
月
十
二
日
)

竹
卦
一
一
日
紀
年
に

つ
し、

て

涼

世
間

男

…
、
竹
番
組
年
の
僚
依
1
1
4
依
依
は
古
本
に
ふ
作
る
の
で
今
本
に
は
な

v
o
l--社
預
先
づ
之
宮
認
め
、
爾
後
務
引
ww援
用

i

i
紀
年
可
以
五
絞
史
勝
法
之
談
|
|
結
寸
前

一
一
、
汲
富
士
考
l

i
淡
家
出
土
と
は
、

!j
i祭

出
土
の
持
、

i
i
設

の

時

会

議

zmig-謎
匂
i
l

出

品

目

i

践の
i
i
治問
i
i
l

識の
j

域
間
営j
I紀
支

裂

の

出

土

警

叶
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